
2021年3月1日より現職。新興国・途上国の民間セクター支援を手がける最大の開発機関であるIFCにて、居住可能な地球上での貧
困削減と繁栄の共有促進という世界銀行グループの使命の達成に向け、民間セクター主導の開発を促進。

特に、貧困や格差、気候変動など世界規模の課題解決に向け、持続可能で包摂的な経済成長の実現に戦略的に注力。

こうした目標達成のために、インフラ、デジタル経済、保健医療、再生可能エネルギーなどの重要セクターにおける投資拡大の重要
性を強調。インパクトの大きなプロジェクトに民間資本を呼び込むために、革新的な金融ソリューション、ブレンド型融資の活用、リス
ク軽減メカニズム、官民パートナーシップの活用を提唱。IFCはこのアプローチにより、資本アクセスが限定的な地域や紛争の影響を
受けている地域を中心に、数十億ドル規模の投資を動員。

金融及び経済的包摂に重点を置き、IFCは女性、小規模事業、農村コミュニティのための金融サービスへのアクセス拡大を推進。デジ
タル変革を重視し、フィンテックとデジタル・ インフラへの投資拡大により、デジタル格差の解消と新興市場におけるイノベーション
を促進。

気候変動対策においてもリーダーシップを発揮し、IFCによる気候変動対策プロジェクトへの投資の大幅拡大を実現。また、気候変
動への緊急対策の必要性を強調し、グリーン・ファイナンスを提唱するとともに、温室効果ガス排出量を削減し気候変動への強靭性
を強化する取組みを支援。

IFC長官就任以前は、2018年から2021年に世界銀行インフラ総局副総裁として、途上国・新興国の持続可能なインフラ構築のため
の世界的取組みを統括。それ以前は世界銀行アフリカ地域総局副総裁を6年間務め、サブサハラ・アフリカの開発課題対応のために
過去最高の700億ドルの支援を統括。

銀行業界からキャリアをスタートさせ、その後、国際通貨基金（IMF)を経て世界銀行に入行するなど、官民両セクターにて活躍。また、
セネガルの経済・財政大臣として構造改革の実施を主導し、1980年代後半の同国の経済成長の強固な基盤構築に貢献。

経済・社会開発分野のオピニオン・リーダーの一人として評価が高く、世界で最も影響力のあるアフリカ出身の100人の一人に選
出。2015年、カリフォルニア大学バークレー校から権威あるリージェント・レクチャーシップ・アワードを受賞。

ウォーリック大学とノッティンガム大学で、経済学学位を取得。

	 民間投資は、開発課題に取り組むにあたり不可欠である。IFCは、最も必要とする	
	 分野への資本提供が進むよう環境を整えている。我々は、民間資本が世界で最も	
	 困難な状況にある国々にこれまでにない形でインパクトをもたらすよう、市場開	
	 放とイノベーション奨励を通じて責任ある投資の機会を創出している。
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